
く分布しているものと推定される。

佐沼地区模式柱状図
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4）江合川水系地下水盆（大崎平野地域）

本地下水盆の範囲は，江合川と鳴瀬川の流域で大崎平野を中心とする地域であり，北は築

館丘陵・西は玉造丘陵，加美丘陵，東は箆岳丘陵，旭山丘陵，南は大松沢丘陵をはさみ富谷

丘陵までの間とする0特徴としては・旦合川と鳴瀬川の氾甑で上流から下流に緩く傾斜し

ていること・両河川の間に平行して自然堤防が形成されているため低湿地となっていること

である0古川市を中心とする地域が，最も典型的な地下水盆となっている。

古川地区模式柱状図
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